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10　 6/22　コンテンツ作成　ポスター　 2 　ポスターデザイン・制作日―前週ディスカッションとア
イデアを基に、指定素材に組み合わせて作成　川瀨




























































































2 回目（ 5 月11日）は、柳主幹による補講と県選管、市選管による模擬投票に取り組んだ。教室内に
実際の投票所を模して、立会人および投票管理者席、受付、記帳台、投票箱を設置。投票用紙も実際に
使用されるものを使用した。新座市選管職員が投票所機材の説明、投票方法を説明した。その後、「十

























る埼玉大 2 年生 8 人が約70分間、以下の内容で授業を進めた。
　 1 ．自己紹介、「E-Railさいたま」の活動紹介（ 5 分）
　 2 ．小学校で出前講座を行う意味等（ 5 分）
　 3 ．出前講座の実演、模擬選挙（40分）

















5 ）「選挙を考えよう」～１８歳選挙を考える～（２0１6年 6 月 ８ 日実施）
埼玉弁護士会　弁護士　菅原啓高



































鳥取と島根、徳島と高知の 2 地区で県境を跨いだ合区が行われたことを指摘。 1 票の格差を是正する
措置ではあるが、地理的単位で代表を選出することを原則としてきた代表議会制のあり方を大きく変え
るものであることを説明した。この 2 つの選挙区では他より無効投票（白票・「合区反対」と記入され









7 ）参議院議員選挙（投開票）の結果が憲法改正に与える影響―授業概要―（２0１6年 7 月２0日実施）
片居木 英人
2016年 7 月10日の参議院議員選挙の結果、憲法改正を指向する政党が「 3 分の 2 」以上を占めること
になった。すでに衆議院において、改憲勢力は「 3 分の 2 」以上の議席を獲得している。いよいよ憲法
改正の発議が現実味を帯びる憲法政治状況となった。憲法96条 1 項によれば、憲法改正は衆議院・参議
院それぞれの総議員の「 3 分の 2 」以上の賛成で国会が発議し（提案し）、国民投票の過半数の賛成獲
得があれば承認される。今後、憲法審査会（衆議院・参議院に設置）において本格的な、また具体的な
条文改正の議論が始められる可能性が大きい。その法的根拠が国会法102条の 6 〔憲法審査会の設置〕、











































































（ 1 ） 現在までの様々な18歳選挙権関連のポスターを確認して、ポスターから読みとれるメッセージは
何かを紐解き、「メディアはメッセージ」であることを認識する。
（ 2 ） 制作者の視点に立ち、自分たちなら「18歳選挙権」をどう訴えるのか、キーワードもふまえ企画
書を書く。企画書は、①情報を精査、②情報にプライオリティを付ける、③5W1Hを基本として
考えることを中心に作成し、そこからペア（ 9 チーム）を組んだ。
（ 3 ） ペアの企画書の内容や、精査してプライオリティを付けた情報からキーワードを拾い、複数の
キーワードからキャッチコピーを考えていく。
（ 4 ） キャッチコピーの決定と同時に企画を統合して、一つのアイデアスケッチ（全体像）を描き、メ
インヴィジュアルを考える。ここでは1C1V（ワンキャッチ・ワンヴィジュアル）を原則とした。
（ 5 ） アイデアスケッチを基にメインヴィジュアルを想像しながら、 ①モデル、②構図、③撮影場所を
考慮して実際に確認（ロケハン）をする。
（ 6 ） アイデアスケッチ、メインヴィジュアルを軸に、実際のデザインに落とし込めるように①メイン
ビジュアルのサイズ、②文字のサイズ、③フォントの種類、④色、⑤キャッチコピーの位置、⑥
全体的な色味を考慮してラフデザインとして仕上げる。
（ 7 ） ラフデザインをもう一度確認して、再構成してデザイン案を決定する。デザイン案を基に一眼レ
フカメラでメインヴィジュアルの撮影をする。





































































1 回目（ 5 月31日～ 6 月15日、16問）は参院選前の調査として実施し、回答数は248。主に選挙権が
18歳以上に引き下げられたことを知っているか、投票に行くか、関心がある政治課題などを聞いた。年
齢が引き下げられたことについて 9 割を超える学生が知っていると回答、選挙に行く、も 7 割に達し
た。ただ、政治への関心度や期待感は 2 割程度しかなかった。

























































者として18歳・19歳を想定しているが、その内、 1 年生は基本的に全員が水曜 1 時限・木曜 1 時限に必
修授業が組み込まれている）、授業テーマの問題、授業内容の問題・提示の仕方等があるだろう。
授業の目的からは多くの18歳19歳が履修することが望ましく、より履修しやすい時間帯・内容にする
ことが課題として残る。リアクション・ペーパーを見れば履修者の多くは授業内容に満足していたが、
履修しなかった多数者についても考慮する必要があるだろう。模擬投票等を公開授業としたが、これら
の授業公開をより宣伝し、こうした公開授業により18歳選挙権の啓発・選挙における投票を促すことも
検討されるべきであろう。
大学での授業という性格上、政党や候補者、政策を取り扱う場合に公正中立を保つ必要がある。しか
し、同時にそれらの対象に対して一定の評価を行うためには何らかの視点・立場に立つ必要があるとい
う矛盾が生じる。例えば、憲法改正案について評価を行う場合、憲法自身が規範的要素を含むため一定
の価値基準・立場に立たずにその評価を行うことは難しい。客観的事実に拠り全体像を示し、講義を行
う者の評価・意見であることを明示した上で提示するということを徹底していくしかないであろう。

